
◆編集後記◆「防災」をテーマにしたフォトロゲイニング、自分の住んでいる地域のことを楽しみながら学べるという 
のは良いですね！チーム参加ということで思い出にもなりそう ♬今週末はバルーンフェスティバルも開催ですよ。(や) 

 

 私たちが住んでいる一関市は、北上川流域と海面と
の高低差が10m程しかなく、狐禅寺の狭窄部で北上川
の川幅が極端に狭くなるため、降り続いた雨水などが
北上川を通じて捌けるのに時間を要するという特徴が
あり、県内でも水害の多い街と言われています。 
 特にも昭和22年のカスリン台風、同23年のアイオ
ン台風では、当市は２年連続で恐ろしい大水害に見舞
われ多くの尊い命が奪われました。 

 そこで私たちは、当時の記憶を風化させず後世に伝えるため、参加者
が日頃慣れ親しんだ街の風景に溶け込んでいる「災害の記録・遣構」や
「水害を防ぐために施されたハード(対策施設)」などを宝探しのように
楽しみながら見つけ、学んでもらうことで市民の防災力向上に繋げても
らいたいという願いを込め『いちロゲ！』を企画しました。 
 岩手県内で初めてのフォトロゲイニングが、このー関市において、そ
して「防災」をテーマとしたもので開催されます。 
               いちのせき防災フォトロゲ実行委員会 

 

防 災 フ ォ ト ロ ゲ イ ニ ン グ の 流 れ 

 １０月１３日（土）、歴史的構造物である土木遺
産「脇谷閘門（わきやこうもん）」（宮城県登米
市）で河川調査船「ゆはず」による通過体験が行
われました。地域の方６４名に乗船いただき、北上
川の歴史を体験して頂いた他、パネル展も実施し
ました♪ 
      （主催：北上川下流河川事務所） 

脇谷閘門 
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